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非線形偏微分方程式の大域的可解性と解の漸近挙動に関する統一理論研究課題名

本研究では 世紀後半の目覚ましい解析学の成果を基礎に，非線形偏微分方程式研究の概要等 20

全般に渡って，解の存在，一意性，安定性といった 適切性 について考察する．” ”

時間局所的適切性から始めて，最終的には時間大域的適切性を統一的に研究し，新

世紀初頭に新たな理論を構築することを目指す．手法として，従来の関数解析学や

変分学的なアプローチに加えて，最近の調和解析学の成果を取り入れることに本研

究の特色がある．具体的には，流体力学の基礎方程式班，波動・分散型方程式班，

反応拡散方程式班からなる３つの研究班を構成する．各班においてそれぞれ，ナビ

I-methodエ・ストークス方程式の弱解の正則性，フーリエ制限ノルムの方法および

による 方程式，ベンジャミン・小野方程式の大域的適切性における初期値の関KdV

数空間の拡張，シャドウシステムによるギーラー・マインハルト方程式の解の挙動

の記述などを中心的テーマとする．とりわけナビエ・ストークス方程式の大きな初

期データに対する時間大域的古典解の存在は，ミレニアムの数学難問題７題の１つ

としてクレイ研究所が懸賞付き（百万ドル）で提唱している．また，ローレンツ計

量をもつ多様体上でのヤン－ミルズ方程式は，非線形波動方程式の初期値問題の大

域的可解性に帰着され，同研究所の懸賞付きのもう１題であるカラー・ゲージ理論

の問題に深く関連している．このように本研究の対象は，非線形偏微分方程式のみ

に留まらず，リーマン予想と同等に取り扱われている数学全体に大きな影響を及ぼ

す話題である．
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